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第１ 推進体制の整備 

 ①推進体制の整備 

 ■大阪府みどりの基金の運用 

大阪府みどりの基金の運用益を活用して、緑化樹の配付（８万本）や民間施設の緑化（５か所）に対

して補助するなど、緑化の推進及び良好な自然環境の保全を図りました。 

また、(財)大阪みどりのトラスト協会が実施するトラスト運動推進事業、自然環境保全地域等保全事

業等に対して助成しました（３－４－１表）。 

3－4－1表 大阪府みどりの基金事業の実績 
                                            （平成12年度） 

み ど り の 基 金 事 業 ト ラ ス ト 協 会 事 業 

＜市街地緑化の推進＞ 
 ・民間施設緑化推進事業 
 ・地域緑化促進事業 
  
＜自然環境の保全＞ 
 ・神峰山の森管理事業 
 ・大阪府種の多様性調査事業 
  
＜普及啓発＞ 
 ・大阪府植樹祭開催事業 
 ・緑アドバイザー養成事業 

 ・自然環境保全地域等保全事業 
 
 ・三草山緑地環境保全事業 
 
 ・ブナ林保全管理事業 
 
 ・樹木保存事業 
 
 ・みどりの人材銀行運営事業 
 
 ・緑の少年団育成事業 

  

 ■(財)大阪みどりのトラスト協会の運営推進 

 府民と行政が一体となって、府域に残された良好な自然環境の保全と身近な緑の充実を図り、みどり豊

かな大阪を創造することを目的とする(財)大阪みどりのトラスト協会の運営を円滑にすすめるために助成

した。 

 ■自然環境保全指導員制度の運用 

 （内容は、第３章第２節第２②に前掲） 

 ■森林保全員制度の運用 

 （内容は、第３章第２節第２②に前掲） 

 

第２ 自主的な活動の促進 

 ①自然環境教育及び学習の振興 

 ■自然環境に関する教育及び学習の振興 

 学校教員等を対象に自然観察会、ネイチャーゲーム等を実施し、自然とのふれあいを通じて自然に対す

る正しい理解の普及を図りました。 

 ■広報活動の充実 

 府政だよりをはじめとする府発行各種広報紙の活用やパンフレットの作成・配布等を行い、府民に対し

て、みどり施策をはじめとする自然環境の保全等に関する情報の発信を行いました。 

 

第４節 自然環境の保全・創造のための活動の推進 
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 ②自主的な活動の促進 

 ■大阪府植樹祭の開催 

 府民が一体となって、緑豊かなまちづくりを進めるため、広く府民が参加できる「大阪府植樹祭」を河

内長野市小山田町（寺ヶ池公園）において開催しました。 

 ■活動に対する技術的な指導・助言 

 府内５か所（府営林・野外活動センター等）で、林業改良指導員、森林組合職員の技術的な指導・助言

の下、学校教員、青少年活動指導者に対して、自然体験学習事業を実施しました。 

 ■活動を指導する人材の育成 

 みどりすと（みどりのボランティア）やパークレンジャー（府民の森ボランティア）ほか、自然環境保

全活動を促進させるための人材を育成しました（対象人数967名）。 

 ■みどりの人材銀行運営事業の推進 

 （財）大阪みどりのトラスト協会が実施する、自然環境の保全及び身近なみどりの充実を担うリーダー

やボランティア（みどりすと）の登録・派遣、みどりすとを対象とする講習会の開催、また、みどりに関

する情報を収集・提供する情報センターの運営に対して助成しました。 

 ■緑の少年団育成事業の推進 

緑と親しみ、育てる活動を通じて、少年が心豊かに成長することを目的とした緑の少年団の活動の輪

を広げ、次代の緑のボランティアの育成を図るため、（財)大阪みどりのトラスト協会が大阪府緑の少年

団連盟の交流事業に対して助成する育成事業に対して助成しました。 

■「緑アドバイザー」の養成によるボランティア活動の推進 

 緑化の総合的な知識を活用し、地域緑化の推進、樹木の診断や保護等のボランティア活動を行い、身近

な緑化推進運動のリーダーとなる「緑アドバイザー」を養成しました。 

 ■「里山トラスト」（里山保全活動）への支援 

 （内容は、第３章第２節第２③に前掲） 

■みどり世紀の森づくり推進事業 

 府民参加による森林づくりの拠点となる「みどり世紀の森」を設定し、府域の森林づくりに関する普及

啓発の場として活用するため、熊取町に助成しました。 

 ■人がやすらぐみどりづくり事業 

 緑が持っている「癒し」の効果を発揮する緑化（福祉緑化）を普及するため、緑化センターを活用し市

町村・社会福祉施設職員を対象に福祉緑化の計画指導及び活用手法等の実習・研修を行いました。 


